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東部ネット「絆」
《東部高齢者なんでも相談室（地域包括支援センター）37号》

東部高齢者なんでも相談室（地域包括支援センター） 東部中・八木中・おおたかの森
中学校区の一部エリア（　　　　　　　　　　　　）

（担当職員：崎尾・西田・菅野・山口・磯野・志水）
住所 : 流山市野々下 2－488－5（あざみ苑内）
電話 : 04－7148－5665 Fax: 04－7141－2280

平日
土曜

8：30～17：00
8：30～12：00

東部高齢者なんでも相談室（地域包括支援センター）には、介護や健康、権利を守ること
等の、高齢の皆様の様々なご相談が寄せられています。今回の「絆」では実際にあった
相談の一部を紹介します。「こんなことが相談できるんだ！」と知って頂き、一人で悩ま
ず、お気軽にご相談下さい。

母が、最近物忘れや話したことを覚えていな
いことが増えています。流山市内に認知症の
相談ができる病院はありますか。

流山市内に認知症の相談ができる病院があり
ます。認知症対応の病院や認知症についてま
とめてある「認知症安心ガイドブック」とい
う冊子もありますので、ご活用ください。ま
た、かかりつけの病院に相談し、認知症専門
外来に繋いでもらうこともできます。

【こんなご相談がありました】
認知症に関する相談

妻が体操教室に通っていたが、コロナウィル
ス感染対策のために活動が中止になってしま
いました。他に体操等の運動ができるところ
はありますか。 

介護保険サービスに体操等の運動ができる施
設(デイサービス・通所リハビリ)があるこ
と、地域で行っている体操教室等の情報をお
伝えします。また、自宅で取り組める運動に
ついてアドバイスします。

新型コロナウィルスに関する相談

Q1　

A1　

独居の母が腰椎圧迫骨折で入院しています。
退院後の母の生活が心配です。どこに相談す
ればいいですか。

入院中の場合は病院の相談員が相談窓口にな
ります。病院の相談員と東部高齢者なんでも
相談室が連携して介護保険サービスや地域の
社会資源等を調整し、退院後の生活に不安が
ある方でも安心して地域で生活できるよう支
援します。

退院に関する相談

Q3　

A3　

Q2　

A2　

遠方の息子より相談。母が亡くなり、父の物
忘れがひどくなってきました。介護サービス
を医師から勧められています。また、通帳や
キャッシュカードを度々失くし、お金の管理
ができなくなり、不安です。何か方法はあり
ませんか。　

認知症等で判断能力が十分でない方に、後見
人という本人に代わり財産管理、医療や介護
サービスの契約、権利を守る援助者をつける
「成年後見制度」があります。地域包括支援
センターでは、成年後見制度の利用に向けて
の相談、法律専門家の紹介などを行います。

権利擁護に関する相談

Q4　

A4　
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今回もお読みいただきありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。編集後記

東部地域近隣の医療機関のご紹介 vol.24

令和2年5月開院
いわもと やすひこ

岩本　靖彦院長より地域の皆さんへ

岩本　靖彦院長 待合室

住　　所：流山市おおたかの森北1-12-1 OKTプラザ2F
電　　話：04-7128-9891
診療科目：整形外科、リハビリテーション科
受付時間：平日 8：30～12：00　14：00～17：00
　　　　　土曜 8：30～12：00　14：00～16：30
休 診 日：木曜、日曜、祝日、年末年始
※その他、詳細は直接お問合せ下さい。

当院は、地域の皆様方の多様な運動疾患に対して専門的に対応できる整形外科クリニックです。各分野の専門医が診

療を担当し、MRI検査などを参考にして精度の高い診断をいたします。治療としては、投薬、注射、ブロック療法など

に加え、質の高いリハビリテーションを提供することで、皆様のお役に立てるよう努力しております。最近、いわゆる

「巣ごもり骨折/ステイホーム骨折」をされる方が中学生や高校生含め増加しています。原因は、外出自粛で運動や日

光浴が不足し筋力や骨密度が低下したためです。お心当たりのある方はお気軽にご来院ください。

松戸整形外科おおたかの森クリニック

活　動　報　告
「あじさい広場～認知症の方を支える介護者のつどい～」　
令和2年10月は「訪問看護の利用方法について」12月は「認知症の方の対応方法・
施設について」講師の方をお呼びし、ミニ講座・座談会を開催いたしました。10月は
訪問看護ステーション管理者により、具体的なサービス内容や、訪問看護が介護者
にとって身近に利用できるサービスであるとお話がありました。12月はグループホ
ーム（認知症対応型共同生活介護）管理者により、施設を選ぶポイントや施設に入る
タイミング等を話していただき、参加者同士で意見交換する様子も見られました。

認知症とともに暮らすまちづくりの会　
新型コロナウィルスの影響があり、今年度は令和2年10月と令和3年2月の開催
となります。10月の回では、5名の方に参加していただきました。今回は、向小
金クリニック大津医師により、認知症の方の理解、記憶の仕組みについてお話
しをいただきました。

認知症サポーター養成講座　

※新型コロナウィルス感染対策を徹底して行っています！！

令和2年9月に市民対象、11月に小学生対象の2回の開催となりました。９月は
初の手話通訳を取り入れての開催で、聴覚障害がある方にも参加しやすい構成
で、理解を深めていただくことができました。11月はDVDや紙芝居を使用して
楽しく学べたとのお声をいただきました。


